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 『「新しいあたりまえ」で、新しい世界を創るFORVAL』を理念に掲げ、ESG経営を可視化伴走型で支援す

る「企業ドクター(次世代経営コンサルタント)集団」の株式会社フォーバル（本社：東京都渋谷区、代表取締

役社長：中島將典、以下「フォーバル」）は、岐阜大学社会システム経営学環の篠田朝也教授とフォーバル

が運営する情報分析プラットフォーム「きづなPARK」のアドバイザリー契約を締結いたしました。

フォーバルは、中小企業の成長を支え、地域社会に貢献し、社会全体の課題解決につながる持続可能な

経済基盤の構築するため、効率化や透明性の向上だけでなく、環境・社会・ガバナンス（ESG）といった

非財務情報を活用することで、経済的価値と社会的価値の両立を目指しています。こうした取り組みの一

環として、中小企業の経営情報を収集・蓄積・分析活用できるプラットフォーム「きづなPARK」を推進す

るため、管理会計の専門家である篠田教授とアドバイザリー契約を締結しました。

今後は、篠田教授の専門的な知見を活かし、中小企業におけるESG経営と業績の関係性についてフォー

バルと定期的にミーティングを実施してまいります。フォーバルが行う分析に対し、篠田教授から第三者

的なアドバイスをいただくとともに、学術的な観点からのデータ分析も進めていただきます。

篠田教授からの専門的なアドバイスを活用し、ESG情報を基軸とした企業価値の向上と社会貢献に向け

た取り組みを一層強化してまいります。

篠田朝也氏プロフィール

京都大学大学院経済学研究科修了 博士（経済学）

滋賀大学経済学部講師、助教授、准教授、北海道大学

大学院経済学研究院准教授を経て、岐阜大学社会シス

テム経営学環教授

Coデザイン研究センター教授



株式会社フォーバルについて

 ESG経営を可視化伴走型で支援する「企業ドクター(次世代経営コンサルタント)集団」であるフォーバ

ル（資本金： 41億 50百万円、【証券コード： 8275】）は、中小・小規模企業を対象に「情報通信」「海

外」「環境」「人材・教育」「起業・事業承継」の 5分野に特化したコンサルティングサービスをコアビジ

ネスとしています。

政府が掲げる4つの原動力「グリーン」「デジタル」「活力ある地方創り」「少子化対策」に則り、自治

体・民間企業・教育機関と連携しながら日本全国でDX・GX人材を育て、その人材が地元経済を活性化させ

るという好循環によって永続的な地方創生の実現を目指す「F-Japan」構想を推進するとともに、近年ます

ます注目される人的資本をはじめとしたESG経営の可視化伴走支援に取り組んでいます。

■会社概要

社名：株式会社フォーバル

代表：代表取締役社長中島 將典

設立：1980年（昭和55年）9月18日

所在地：東京都渋谷区神宮前五丁目52番2号青山オーバルビル14階

URL： https://www.forval.co.jp/
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